
平成２４年度～平成２８年度「私立大学戦略的研究基盤形成支援事業」 

研究成果報告書概要 
 

１ 学校法人名    椙山女学園                  ２ 大学名  椙山女学園大学   

 

３ 研究組織名   椙山女学園大学看護学部・生活科学部                        

 

４ プロジェクト所在地    愛知県名古屋市千種区星が丘元町１７番３号               

 

５ 研究プロジェクト名   健康・福祉・医療分野における産学連携実用化研究拠点の形成    

 

６ 研究観点     研究拠点を形成する研究                                

 

７ 研究代表者 

研究代表者名 所属部局名 職名 

太田 美智男 看護学部 教授 

 

８ プロジェクト参加研究者数  37 名 

 

９ 該当審査区分    理工・情報     生物・医歯     人文・社会  

 

１０ 研究プロジェクトに参加する主な研究者 

研究者名 所属・職名 プロジェクトでの研究課題 プロジェクトでの役割 

太田 美智男 看護学部教授 
研究統括とデータのとりまと

め 

システムの確立と全体の

遂行と統括・研究代表者 

後藤 節子 看護学部教授 健康モニタリング装置の評価 
ヒトデータの科学的評価と

取りまとめ 

鳥居 修平 看護学部教授 健康モニタリング装置の評価 
ヒトデータの科学的評価と

取りまとめ 

菅屋 潤壹 看護学部教授 健康モニタリング装置の評価 
ヒトデータの科学的評価と

取りまとめ 

石原 由華 看護学部教授 ヒトデータ測定とデータ解析 ヒトデータ取得と解析 

高植 幸子 看護学部准教授 ヒトデータ測定とデータ解析 ヒトデータ取得と解析 

宇佐美 久枝 看護学部准教授 
高齢者データ測定とデータ解

析 
ヒトデータ取得と解析 

荒井 淑子 看護学部准教授 
高齢者データ測定とデータ解

析 
ヒトデータ取得と解析 

井野 恭子 看護学部講師 デジタル情報の評価 
情報モニタリングシステム

の構築 

中嶋 文子 看護学部講師 患者データ取得とデータ解析 ヒトデータ取得と解析 

深谷 久子 看護学部講師 患者データ取得とデータ解析 ヒトデータ取得と解析 
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冨田 明美 生活科学部教授 製品デザインと機能評価 
副研究代表者 

商品化に向けた製品評価 

續 順子 生活科学部教授 生理機能評価と栄養指導 
製品開発への指導と健康

管理・ヒトデータ解析 

滝本 成人 生活科学部教授 製品デザインと機能評価 
商品化に向けたデザイン

と評価 

三田 有紀子 生活科学部講師 生理機能評価と栄養指導 
製品開発への指導と健康

管理・ヒトデータ解析 

増井 透 
人間関係学部教

授 
製品機能評価 

商品化に向けた心理的機

能評価 

（共同研究機関等）    

馬場 嘉信 
名古屋大学工学

研究科教授 

マイクロ流路などを用いた装

置の開発 

ナノバイオ測定装置の開

発 

間瀬 健二 
名古屋大学情報

科学研究科教授 

センサーからのデジタル情報

処理ソフト開発 

健康情報管理システムの

構築 

澤田 和明 
豊橋技術科学大

学教授 

マイクロチップによるセンサー

開発 

MEMS 加工による生体セ

ンサー開発 

大桑 哲男 
名古屋工業大学

教授 
生体情報測定装置の作製 

生体情報測定装置の開

発 

松本 健郎 
名古屋大学工学

研究科教授 
生体情報測定装置の作製 

生体情報測定装置の開

発 

大野 欽司 
名古屋大学医学

系研究科教授 

各種センサーを用いた生体情

報の解析 

生体情報測定装置の開

発と評価 

川部 勤 
名古屋大学医学

系研究科教授 

各種センサーを用いた生体情

報の解析 

生体情報測定装置の開

発と評価 

滝川 修 
国立長寿医療セ

ンター研究所 

高齢者向けセンサー開発と評

価 

生体情報測定装置の開

発と評価 

井須 紀文 
（株）LIXIL 総合研

究所・室長 

センサーを用いた生体情報計

測装置の開発 

生体情報測定装置の開

発 

 

＜研究者の変更状況（研究代表者を含む）＞ 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

健康モニタリング装置の

評価 
看護学部教授 後藤 節子 

ヒトデータの科学的評価と

取りまとめ 

デジタル情報の評価 看護学部講師 井野 恭子 
情報モニタリングシステム

の構築 

患者データ取得とデータ

解析 
看護学部講師 深谷 久子 ヒトデータ取得と解析 

健康モニタリング装置の

評価 

看護学部非常勤講

師 
菅屋 潤壹 ヒトデータの科学的評価 

商品化に向けた心理的機

能評価 
人間関係学部助教 速水 亜矢子 商品化に向けた評価 

（変更の時期：平成 27 年 3 月 31 日（一部平成 26 年 3 月 31 日）） 
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新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

看護学部准教授 看護学部教授 石原 由華 ヒトデータ取得と解析 

 看護学部准教授 生田 美智子 ヒトデータ取得と解析 

 生活科学部教授 上甲 恭平 製品機能評価 

 生活科学部准教授 大口 健司 製品機能評価 

 生活科学部教授 本山 昇 製品機能評価 

 現代マネジメント学部講師 中本 龍市 商品化に向けた評価 

 現代マネジメント学部教授 星野 優太 商品化に向けた評価 

 現代マネジメント学部准教授 三木 邦弘 商品化に向けた評価 

 教育学部教授 國井 修一 商品化に向けた評価 

 教育学部准教授 野崎 健太郎 商品化に向けた評価 

（共同研究機関等）    

 名古屋大学 

情報科学研究科教授 
森 健策 

生体情報測定装置の開

発 

 
あいち健康の森健康科学総

合センターセンター長 
津下 一代 ヒトデータの評価 

 
名古屋学芸大学ヒューマンケ

ア学部教授 
杉浦 康夫 ヒトデータの評価 

 

１１ 研究の概要（※ 項目全体を１０枚以内で作成 ） 

（１）研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 

【本研究プロジェクトの目的】 

健康・福祉・医療の産学連携研究分野における実用化研究システムを構築・発展さ

せ、ヒトのデータを科学的に取得して解析し、それに基づいて開発機器の実用化及び改

良の道筋をつくることである。 

【本研究プロジェクトの意義】 

健康・福祉・医療機器の実用化にはヒトデータをとり、それを科学的に解析して評価す

ることが、開発、認可申請において必要である。ヒトデータとして患者データだけではな

く、統計的に必要とされる数の正常人並びに高齢者データが必要である。本プロジェクト

では看護学部並びに生活科学部管理栄養学科等の教員によって高齢者を含む健常者

のデータを取得し評価する。すなわち、正常値の設定が可能となる。また、患者や高齢

者に直接接するのは看護師であり、看護系の教員が本プロジェクトの中心になることに
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よって患者のニーズを的確に把握できる。そのニーズを機器開発に反映させることによ

って真の需要に対応できる。さらに、生活科学部、現代マネジメント学部等の教員の参

加により、製品化のためのデザインを考案するとともに、生活者の視点で健康・福祉機

器の開発・改良を行い、産業化への提案を行うことができる。 

本プロジェクトで構築する実用化のための研究拠点および研究システムは日本にお

ける同様の開発研究のモデルとなることが期待される。 

【計画の概要】 

本プロジェクトでは、名古屋大学、名古屋工業大学、豊橋技術科学大学などの工学系

ならびに医学系共同研究者によってナノテクノロジーをベースに開発された医療・健康

関連の各種センサーチップ、機器について、実用化のためのヒトデータ測定、デザイン

や評価を行う。また共同開発企業と連携し、実用化のための支援をする。健常人データ

測定のフィールドとして、名古屋市、日進市と連携しそれぞれの市民を計測するための

セミナー（健康カレッジ）を定期的に行う。 

【研究の主要テーマ】 

以下の 4 つの主要テーマを中心に研究を行う。 

①健康・福祉・医療分野における産学連携実用化研究方法の確立 

②圧、温度、湿度センサーなどを織り込んだ衣類による高齢者モニタリングシステム

の評価研究 

③入浴、トイレにおける健康モニタリングと動脈硬化など成人病の早期発見・食生活

改善システムの評価研究 

④各種健康モニタリングシステムから常時得られるデジタル情報の管理とアラームシ

ステムの評価研究 

上記主要テーマを中心に、工学系研究者で開発する測定装置を用いてヒトデータを

計測し、改良を行って製品化に役立てた。各テーマは相互に関連するのでそれぞれの

研究者は主たるテーマのみならず他のテーマについても協力して研究を行った。また工

学系、医学系、看護・保健系、デザインおよび栄養系、心理学系、経済系などの研究者

が参加する産学連携プロジェクトであり、応用研究を主体とした。 

（２）研究組織 

退職・就任によるメンバーの変更ならびに研究の進展に伴うヒトデータの評価を行うメ

ンバーの追加を踏まえ、最終年度のメンバー構成を中心にして述べるとともに退職教員

についても追記する。 

【研究組織】 延べ学内研究者：25 名、共同研究機関研究者：12 名 

◇研究代表者（太田美智男）：全体を統括し、プロジェクトの推進に責任を持った。さらに

①のテーマにおいて拠点の形成、ヒトデータ測定のフィールドの開発と交渉を行った。

またデータのとりまとめを行った。さらに医師として採血等の測定に立ち会った。 

◇副研究代表者（冨田明美）：研究代表者をサポートし、①拠点形成を行った。また②③

のテーマにおいて試作品の評価を行った。 

◇看護学部研究者（参加テーマ番号）（鳥居修平②③、菅屋潤壹③④、石原由華①②

③、高植幸子②③、宇佐美久枝①②③、荒井淑子②、生田美智子②③、中嶋文子
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③、井野恭子④）：一部の研究者において参加テーマの追加がある。工学系研究者

及び共同企業で試作された製品について、人の測定を行う。 

◇生活科学部研究者（参加テーマ番号）（續順子③、三田有紀子③、上甲恭平②、滝本

成人①②③、大口健司、本山 昇）：續、三田は管理栄養士として測定データと食事と

の関係を解析する。上甲はリネンの評価、滝本は試作品のデザインを担当している。 

◇人間関係学部ならびに教育学部（参加テーマ番号）（増井透①、速水亜矢子③、國井

修一③、野崎健太郎①）：商品化に向けた心理的機能評価および、利用者として高齢

者、成人、小児をふまえた評価を担当。 

◇現代マネジメント学部（参加テーマ番号）（中本龍市①、星野優太④、三木邦広④）：そ

れぞれのテーマにおいて経済学の立場から商品化に向けた評価を行う。 

◇工学系共同研究機関研究者（参加テーマ番号）（馬場嘉信②③、澤田和明②③、大桑

哲男②③、松本健郎②③、井須紀文②③）：各種センサーの開発とセンサーを組み込

んだ装置の開発を行う。 

◇情報系共同研究機関研究者（参加テーマ番号）（間瀬健二②③④、森 健策②③④）：

画像などの情報処理システムの開発と生体情報の解析を行う。 

◇医学系共同研究機関研究者（参加テーマ番号）（大野欽司③、川部 勤①②、滝川 

修③、津下一代④、杉浦康夫③）：人測定システム確立に協力、各種センサーを装備

した測定装置の改良に関する助言ならびに測定データの評価を行う。 

（３）研究施設・設備等 

【拠点】 

◇研究実施施設である椙山女学園大学に産学連携実用化研究拠点（以下、「拠点」。）

を設け、機器設置および研究実施場所とした。拠点は専用の 2 部屋と、別に機器設置

場所を設けた（総面積約 132m2）。利用者数は学内研究者メンバーを中心に助教、大

学院生、学部学生も含めて延べ約 40 名である。 

【主要研究装置】 

◇卓上型走査電子顕微鏡：布など製品評価と改良に用いている。看護学部内の振動が

少ない研究室に設置している。延べ利用時間は少なくとも 500 時間を超えている。 

◇3D プリンター：拠点の別室に設置している。デザインモデルの作製などにこれまで 300

時間ほど利用されている。 

◇サーバーコンピューター：導入以来学内回線でつながっていて、画像データなどのバ

ックアップ用に使われているので、正確な利用時間を求めることができない。 

◇AGE Reader：持ち運びができる大きさのため、それぞれの研究者の研究室で使用す

るとともに、健康講座に運んで受講生を測定している。これまで名古屋市および日進

市で行われてきた健康講座の受講生を被験者として延べ 350 名を測定し、他の測定

値との相関を評価した。 

（４）研究成果の概要 ※下記、１３及び１４に対応する成果には下線及び＊を付すこと。 

【①健康・福祉・医療分野における産学連携実用化研究方法の確立】 

実用化拠点の形成：研究実施施設である椙山女学園大学に産学連携実用化研究拠

点（以下、「拠点」。）を設けた。研究メンバーとして、看護学部教員（医師、看護師、保健

師）、生活科学部管理栄養学科教員（管理栄養士）および生活環境デザイン学科教員、

さらに人間関係学部、現代マネジメント学部、教育学部の教員が参加した。また学外工
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学系共同研究者として、名古屋大学、名古屋工業大学、豊橋技術科学大学の教員なら

びに医学系として名古屋大学、名古屋学芸大学の教員及びあいち健康の森健康科学

総合センター長が加わった。 

◇工学系研究者及び共同企業によって試作された医療・健康に関わる測定機器を用い

て、正常値と異常値を設定するために、健常者のデータ分布を得ることがどうしても必

要となる。すなわち患者データだけでは異常値を設定できないのである。また血液・尿

データ、基礎疾患などとの相関を見るためにも健常者のデータを測定する必要があ

る。しかし開発企業の社員等を被験者とすることは利益相反となってデータに信頼性

が無く、医薬品・医療機器機構による許認可を受けることができない。そのために一

般人を被験者として募集しなければならないが、統計的に有意な人数を謝金無しで募

集することは非常に困難である。健常者がボランティア被験者になる積極的な理由

（利益）が無いためである。しかし正常値分布を得るには患者数に比較して多数の被

験者が必要であり、謝金を支払うとすれば金額が膨大になって現実的ではない。そこ

で本研究拠点では医療・健康測定機器の実証試験のための新たなシステムを開発し

た。そのシステムを仮に「あいちモデル」と呼ぶ。そのシステムの概略を説明する。 

◇自治体（本拠点では大学が設置されている名古屋市および日進市）に協力を依頼し

て 健康講座を開催（論文*28, *71, *77, *115, *117, *151, *152, *167, *212）した。講座

は看護学部教員の医師、看護師、保健師が講師となり、8 回前後行う。その講座の中

で血液・尿検査など一般健康診断も実施した。受講生は自治体が広報などに掲載し

て募集した。したがって募集のための費用は不要である。また第三者による募集であ

るから倫理的にも問題とならない。受講の費用は無料かあるいは登録のための費用

（500 円程度）とした。受講生にはあらかじめ新たに開発された健康・医療機器の被験

者としてお願いしたい旨を説明し、同意を得た人のみ被験者とした。受講生にとっての

メリットは医療・健康について科学的な知識が得られることと健康診断による結果が

得られること、栄養指導が受けられることなどである。研究者にとってのメリットは新規

開発機器による一般健常者の測定データが得られることと測定データと血液データや

基礎疾患との関連を調べることができることである。このようにして名古屋市での健康

講座を 5 年間、日進市では 3 年間実施し、延べ約 350 名のデータ（重複なし）を得るこ

とができた。なお、「あいちモデル」は看護師、保健師、管理栄養士などコメディカルが

研究の主体となるという特徴がある。その点が従来の医師主体の医・工連携研究と

異なっている。採血や検尿などは看護師の方が熟練しているので、利点が大きい。本

システムの問題点としては講座開催日などのために中高年の受講生が多く若年者が

少なかったことである。しかし多くの健康・医療機器は高齢者を対象とするために、大

きな欠点とはならなかった。「あいちモデル」で行った主な試作機器による測定は、

FMD およびその改良機、呼気分析装置による呼気水素濃度、尿センサーによる塩分

測定、AGE Reader による皮膚の老化などである。また受講生の運動前後におけるデ

ータ変化を計測し、健康における運動の有効性を検討した。本テーマの達成度は約

100％であった。 

◇本研究拠点の「あいちモデル」は侵襲性の高い機器の測定にはやや不向きである

が、全国の大学・企業などで開発された機器の測定の依頼に応じることができる。ま

た今後「あいちモデル」が全国に普及すれば、日本における医療・健康機器開発が速

やかに行われることが期待される。 
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【②圧、温度、湿度センサーなどを織り込んだ衣類による高齢者モニタリングシステムの評

価研究】 

◇プロジェクト参加工学系研究者及び共同開発を行っている企業による、圧センサー織

り込みシーツの改良が行われ、平成 25 年度末に大きさ、感度および再現性について

満足できる感度のシーツが完成した 。本研究で用いた圧センサーは糸状のセンサー

で、圧によって形状が変化することによるキャパシタンスの変化を 2 次元画像として検

出する。完成したシーツを用いて人が寝たとき得られる圧分布を検討し、高齢者と若

年者のパターンを比較して検討した(学会発表*22, *23, *24, *70, *71, *117, *118, 特

許 e, 特許 f)。開発の目的は高齢者、障害者などの異常な動きの検出および褥瘡防

止に用いることである。また 圧センサー織り込み布によるベスト（センサーベスト）を試

作し呼吸機能計測について実証実験を行った(論文*223, 学会発表*130, *133, *137, 

*138, *139)。呼吸を計測することにより、異常呼吸の感知、同様にサポーターを試作

し、スポーツ時の身体動作を計測した。さらに 人の運動を数値解析してシミュレーショ

ンし、実測データを取り入れて可視化・解析を可能にするソフトウエアを開発した(論文

*223, 学会発表*70, *74, *130, *133, *134)。ソフトウエアはクラウドベースシステムと

して構築し、ウエブブラウザ、スマートフォンからも利用できる。販売にはまだ至らない

ので、本テーマの達成度は 90％である。 

◇さらに併行して、病院で使われるリネン類の清潔管理に関する検討を行った。材料お

よび織り方を検討した結果、木綿布、特に粗く織られた布が細菌芽胞に汚染しやすい

ことがわかった(学会発表*12, *13, *14, *15, *89)。その結果を基に病院における清拭

タオルの使用中止・使い捨てタオルへの変更を提案した。またより安全な新しい病衣

やシーツの開発、洗浄・消毒法を検討している。新しい病衣・シーツがまだ試作されて

いないので、本テーマの達成度は 80％である。 

【③入浴、トイレにおける健康モニタリングと動脈硬化など成人病の早期発見・食生活改善

システムの評価研究】 

◇参加工学系学外メンバーの澤田による 新規センサーの開発と改良が行われた。本セ

ンサーは半導体加工技術を応用したマイクロセンサーであり、原理はリガンドと受容

体の結合によるキャパシタンスの変化をシグナルとして取り出すものであり、、5 ミリ四

方に 1,000 種類以上の物質を同時に計測できるセンサーを埋め込むことができる。こ

の発明の基礎は平成 24 年文部科学大臣賞を受賞した（以下、「澤田センサー」。）（論

文*146 - 149, *206 - *210, *212, *230 - 236）。澤田センサー利用目的の一つとして、

尿中のアルツハイマー病検出のためのマーカー探索が参加学外研究者の国立長寿

医療センター滝川によって行われ、候補分子を見いだした（論文*39, *93, 学会発表

*35, *36, *77 - *79, *81）。澤田らはセンサーの小型化、測定ノイズ減少とデータ転送

システムの組み込みなどの改良を継続している。また 澤田センサーをナトリウムイオ

ン計測用に改良し、当拠点の実施した健康講座において健常者における尿中ナトリ

ウム濃度と食事との関係を検討した（論文*70, *77, *147, *148, *151, *231,学会発表

*36, *115, 特許 a）。その結果、早朝尿が前日の食事内容を反映することを見いだし

た。結果を基に管理栄養士の資格を持つ教員による食事指導を行った。共同企業に

よりナトリウムセンサーを小型化してトイレに装着し、データを日常的に得ることを目指

して試作機を作成した。データはスマホなどを利用して取り込めるようにした。澤田セ

ンサーは尿のみならず血液などを材料として計測できるので、感染症マーカーを検出

する感染症診断チップを試作した。特に 高齢者肺炎の早期診断と予防への応用のた

めに、オリゴ DNA の検索など測定条件を検討した（論文*233）。さらに癌マーカー検出
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チップなど今後広い応用範囲が期待される。連携企業による試作が終了しているの

で、本テーマの達成度は 100％と考えられる。 

◇松本（工学系学外メンバー）らにより、動脈硬化(FMD)測定装置の改良が行われるとと

もに、普及機の作製がなされた（論文*28, *127, *197, 図書*12, 学会発表*45, *47, 

*101, 特許 b）。それらの装置を用い、当拠点で健康講座を利用して健常者の FMD 値

を測定し、普及機の改良のためのデータを得た。さらにデザイン担当の拠点メンバー

により、普及機のデザインが設計された。また FMD データと被験者の健康状態・基礎

疾患などとの相関性を検討して信頼性を評価した。その結果、簡易型装置は測定が

簡便で短時間に測定できる利点があるが、特に高齢者のデータにバラツキがあって

更なる改良が必要であることがわかった。また FMD データを用いて人循環器系シミュ

レーションモデルによるソフトをつくり、コンピューターソフトによるデータ評価を試み

た。FMD は動脈を外から圧迫し、急激に常圧に戻した時の動脈のふくらみを計測する

が、さらに 松本らは動脈部位を外から減圧し、急激に正常圧に戻した時の血管収縮

を測定する PMC 装置を考案した(論文*127)。健康講座において FMD と PMC を同時

測定したことによって、血管の弾力をより正確に知ることが期待された。測定の結果、

装置の欠点として痩せた高齢者の動脈が動きやすく、捕捉しにくいので改良の必要性

が明らかとなった。簡易型 FMD 測定装置が試作されているが、PMC 装置がまだ試作

の前段階なので達成度は 90％である。 

◇馬場（工学系学外メンバー）により開発された 微小マイクロ流路を用いた蛋白、DNA

分離装置の改良を進め、蛍光検出装置を組み込み電池で作動するようにして持ち運

びできるように改良した（以下、「馬場測定装置」。）（論文*35, *39 - *41, *48, *49, 

*53, *57, *59, *60, *138 - *145, *199, *200, *202, *227）。その装置は本拠点メンバー

によって 3D プリンターを利用してデザイン化し、ほぼ完成することができた。馬場測定

装置は極めて微量の生体成分を高感度・迅速に計測することができる。また生体成

分として特異的タンパク、特定の DNA などいずれも検出することができるので、成人

病、癌、感染症のマーカー検出の応用が考えられた。本装置を用いて馬場らは 肺癌

の抗がん剤感受性に関係する遺伝子変異を迅速に検出することに成功した（論文

*41, *57, *139）。微小マイクロ流路を用いた研究成果は国際的に高く評価され、

Nature系の論文誌に多く掲載された。本拠点研究との関連では、デザイン化および試

作機が 高齢化に伴う感染症のマーカー検出に応用された。また血中の各種サイトカ

イン測定への応用が試みられた（論文*39, *53, *59, *60, *138, *227）。測定装置が市

販の直前まで完成しているので、本テーマの達成度は 100％である。 

【④各種健康モニタリングシステムから常時得られるデジタル情報の管理とアラームシステ

ムの評価研究】 

◇センサー及び測定装置の実用化に向けた改良と併行して、信号をまずは有線で取得

するための装置改良を行ってきた。圧センサー織り込みシーツは実用上、尿、便、血

液や吐物などに汚染される可能性があり、水分をセンサーおよびコードの接合部など

に触れさせないために、カバーをかける必要がある。そのことによる感度の低下やノ

イズについて改良が加えられた（特許 e, 特許 f）。最終的には無線情報として得ること

が目標であるが、電源など解決しなければならない課題があって、市販までにしばらく

かかる。センサーベストについては実測データを基に人の運動を数値解析してシミュ

レーションし、可視化・解析を可能にするソフトウエアを開発した（論文*223, 学会発表

*66, *74, *130, *133, *138, *139）。ソフトウエアはクラウドベースシステムとして構築

し、ウエブブラウザ、スマートフォンからも利用できるようにした。電源・無線化など技
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術的に超えなければならない問題が残っているので、達成度は 75％である。 

◇尿中マーカーの検出による食事の改善については、予備研究としてクラウドによるテ

レビ会議を PC 上で行い、管理栄養士による相談者との対面指導を試行した。しかし

手順の煩雑さ、PC 利用者の減少など、実用化には問題が多くあることがわかった。そ

こでスマートフォンやタブレットタイプなどの端末を利用するための改良を検討した。し

かし実用化のためには利用料金をどのように設定するかなどの問題が未解決であ

る。共同開発企業としては現在市販しているトイレに付加価値が追加できれば良い、

との立場であるが、管理栄養士に対する人件費の問題が残っている。本テーマは研

究としての達成度は 100％であるが、利益の出る実用化が難しい。 

◇動脈硬化(FMD)測定装置のデータを基に人循環器系シミュレーションモデルによるソ

フトをつくり、コンピューターソフトによるデータ評価を試みた（図書*12, 学会発表*45, 

*101）。しかしソフト実用化までにその利点を検討しなければならない。さらに各種基

礎疾患と FMD データの関連についても予測するために実証データを集めているが、

例数が 350 例とまだ不十分であり、さらに実証試験が必要であり、継続して実証試験

を行っていく予定である。同様に AGE Reader についても平成 28 年度からそのデータ

と基礎疾患や血液データとの関連について検討中であるが、例数が少なくさらに実証

試験を追加する予定である。シミュレーションソフトの実用化はどこまでをエンドポイン

トにするかが難しく、達成度は 80％と考える。 

【本研究プロジェクトで試作・デザイン・測定評価に関わった機器のまとめ】 

圧センサー織り込みシーツ 圧センサー織り込みベスト 

圧センサー織り込みサポーター 清拭タオル 

澤田センサーによる尿中アルツハイマー

病検出装置 

澤田センサーによる感染症診断チップ 

澤田センサーによる創薬研究支援装置 尿中ナトリウム濃度検出装置（簡易型尿

塩分測定装置） 

簡易型動脈硬化(FMD)測定装置 FMD/PMC 測定装置 

微小マイクロ流路を用いた馬場測定装

置 

AGE Reader 

片麻痺障害者のための容器開閉自助具 「障害者用包丁」片手使用・座位姿勢右・

左の計 3 タイプ 

ウレタンフォーム複層クッションラボ 水素ガス検知器 

 

＜優れた成果が上がった点＞ 

本研究プロジェクトの目的は欧米著名雑誌への論文掲載のみならず、大学の研究成

果の実用化を進めるシステムの開発が中心であり、特に困難な医工連携による医療・

健康機器開発と実用化のサポートシステムを構築することである。この基本を踏まえて

以下の項目を優れた成果とする。 

◇医－工連携研究により開発された試作機器による、健常者データ測定のシステムを

開発した。このシステムを「あいちモデル」と命名した。その特徴は、a) 地方自治体と

共同開催する健康講座を開催し、自治体が募集する受講生（健常者）を被験者として

依頼できる。すなわち被験者を集めるのが容易である。b) 被験者には謝金を払わ

ず、医療・健康に関する情報を対価とする。また同時に健康診断を実施してその結果

による指導・助言が被験者の利益となる。c) 試作機器測定データと被験者の血液デ
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ータ、尿データ、基礎疾患などとの相関を解析できる。d) 「あいちモデル」において採

血、尿の取り扱い、機器による測定など人測定の中心になるのは医師ではなく看護

師、検査技師である。それにより健常者の測定が現実化した。すなわちコメディカルが

中心となる医―工連携研究である。医師・管理栄養士・保健師は講義、データの解析

ならびに指導・助言を行う。日本では健常者を大規模に医師が測定することは現実的

に困難であり、その点が医療機器開発のネックであった。 

◇本研究拠点には経済学、心理学、スポーツ学などの文系教員が参加し、医系ならび

にデザイン・工学系などの研究者と共同で産学連携研究開発を行うことができた。 

◇従来の産学連携による開発機器は実際に使用するためのデザインまでは及んでいな

い。しかし本プロジェクトでは産業デザインを専門とする大学研究者のメンバーによ

り、利用者の立場に立った使いやすさ、小型化、などを考慮したデザインが考案され

た。良いデザインは産業化にとって重要であることが明らかとなった。 

◇片手が不自由などの障害者用の日常器具、自助具をデザインし、製品化に向けてい

る。 

◇澤田センサー実用化のための小型化、ノイズ減少などの改良を重ね、インフルエンザ

検出センサー、医薬品開発のためのスクリーニングセンサーなどに応用する装置を作

成できた。さらに、尿中ナトリウム濃度の高感度迅速測定センサーを作成し、早朝尿

が前日の食事塩分を反映することを見いだした。また同センサーをトイレに装着した

試作機が連携企業によって完成した。 

◇動脈硬化を簡便・非観血的に測定する FMD/PMC 装置の試作機を用いて「あいちモ

デル」で健常者を測定し、改良についてのデータを得た。また普及型 FMD 測定装置の

デザイン化を行い、測定してデータを解析し実用化に近づけた。 

◇微小マイクロ流路を用いた馬場測定装置のデザイン化を行い、市販の一歩手前まで

到達することができた。すでに肺がんの遺伝子マーカー測定、脳腫瘍遺伝子マーカー

の測定に成功している。 

◇従来品よりも高感度で非常に安価な圧センサー織り込み布によるシーツの試作品が

完成した。また水汚染を防ぐためのビニールカバーで覆っても実用感度に問題が無

かった。さらに圧センサー布ベストの試作品ができた。 

 

＜課題となった点＞ 

◇健常被験者のデータ数は 1 回の健康講座で約 40 名でまだ不十分であるので、さらに

多くの健康被験者を得るために新たな自治体との連携による健康講座の開設を行う

必要がある。また老人保健施設へ出向いての測定なども必要であり、準備に時間が

かかるが継続して地道に測定の機会を開拓しなければならない。また医療施設にお

ける患者を被験者とする測定については現行では「治験」ということになるが、医療機

器メーカーは規模が小さくその費用を負担することが難しい。したがって国レベルでの

システム作りなどの支援が必要と考えられる。あるいは国外で測定をおこなうなどの

方策が課題である。 

◇本拠点には経済学、心理学などの文系の教員が参加した。産学連携研究における文

系研究者の参加は新しい試みと思われるが、それぞれの研究者の研究領域が比較

的狭いために、その専門的知識を産学連携に応用することに戸惑いが見られた。今

後さらに文系教員の専門性を活かす方法を検討する必要がある。 

◇澤田センサーの応用範囲を広げ、新たな検出項目を見いだす必要がある。肺炎球菌

肺炎、インフルエンザなど高齢者の感染予防のためのセンサーは、大きな需要が予

測できる。 

◇各種センサーからのデジタルデータの管理と開発ソフトウエアの利用法について、産
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業化（有料での利用）は非常に困難なことがわかった。データ管理は無料で行うような

サービスが現実的だろう。 

◇研究拠点の活動を助成終了年度以降も継続し、研究成果の実用化を推進するため

に、新たな共同開発企業との連携を行う必要がある。 

 

＜自己評価の実施結果と対応状況＞ 

◇拠点運営委員会を組織し、予算配分などについて決定し、プロジェクトの目的に沿っ

て予算が有効利用されるようにした。 

◇さらに自己評価として、各年度末に（平成 26 年度は除く）『拠点報告書冊子』を作成し

て研究実施状況を確認した。 

◇平成28年度（一部平成27年度）からさらに研究メンバーを追加し、拠点研究の目的に

向かっての研究を強化した。 

 

＜外部（第三者）評価の実施結果と対応状況＞ 

医療系、工学系の有識者に依頼し、外部評価委員会を組織して、平成 27 年度末に外

部評価を受けた。その際の主要評価項目を列挙する。 

◇椙山女学園大学のみならず多くの大学・施設の研究者が組織されたのは良い試みで

あるが、産学連携というテーマを掲げているので、組織の中に「産」をより明示すべき

である。 

◇研究設備は整備されている。ただし、設備が個別テーマに対応し、総括的なものは少

ない。また新規導入設備にやや乏しい感がある。 

◇実用化が目的なので企業メンバーがアドバイザーなどとしてもっと参加すればよかっ

た。 

◇研究テーマによる進捗状況が異なっている。研究論文なども必要だが、実用化に向け

た成果が出ることが望ましい。商品化は難しくとも臨床的な有用性が認められるように

なれば良い。 

◇三次元プリンターをいち早く導入したのは「人が使いやすい」デザインのために適切だ

った。 

◇実証研究は市民を対象として、社会貢献的な意味もあるので興味深い。 

◇「実用化」研究がどこまでを達成するか不明である。「商業化」をもって実用化とするな

らば、評価が異なってくる。また例えば成果を臨床の場で実用化ができるかが課題で

ある。 

◇健康・福祉・医療の分野では、本拠点のような人材で構成される実行部隊が必要であ

る。特に看護の視点から医療現場への実用化という点は、看護研究の発展にもつな

がる。 

◇より多くの「実用化」事例を創出することを期待する。当プロジェクトの研究成果が社

会利益に資するものと信ずる。 

◇研究成果の中からより実用化が確からしいものを抽出し、連携企業が成果を基にビジ

ネスモデルを構築できるか、を検証していくとよい。 

 

以上の外部評価委員の意見をプロジェクトメンバーにフィードバックし、本拠点におけ

る「実用化」とは、連携企業が試作機を改良し製品化するための技術・デザインを提供

し、また試作機を用いた人の基礎データを測定して改良・製品化・販売に向けたデータを

提供することであり、大学研究者が自ら製品をつくって販売することは含まないことを確

認した。その目的のためにさらに実用化に向けた研究を推進していくことを確認した。ま
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た評価に基づいて予算計画を立て、実用化及び展示など外部発表に向けて予算を配分

ていくこととした。 

 

＜研究期間終了後の展望＞ 

◇本拠点を平成 29 年度以降もバーチャルな形で継続し、これまで行ってきた研究を継

続・発展させる。本拠点で購入した研究機器について、同様の目的で引き続き使用し

ていく。 

◇本研究拠点で構築した理系（医系含む）－文系産学連携ネットワークを残し、新メンバ

ーなども加えて発展させる。 

◇一部の研究成果（普及型 FMD、センサーシーツ、尿塩分センサーなど）については連

携企業にデータを提供し、最終的な商品化に向けて促進する。 

◇本拠点研究で確立した「あいちモデル」、すなわち実証研究のために、看護学部教員

を中心にして名古屋市および日進市における健康講座を継続し、健常者データの測

定をおこないデータを蓄積・評価していく。また老健入所者、患者などでも測定してデ

ータの検討をする。 

◇本研究拠点で開発した圧センサーシーツ及びベスト、各種センサーのより広い応用を

検討する。 

◇本拠点研究で開発した障害者用日常自助具を製品化・販売する。 

◇「あいちモデル」を全国に普及させる。それによって日本における医療・健康機器産業

を発展させる一助とする。これは特に研究代表者に科せられた使命と考える。 

 

＜研究成果の副次的効果＞ 

◇「あいちモデル」を全国に発信し、日本における医・工連携による医療機器開発・実用

化を促進する。 

◇「あいちモデル」は看護師などのコメディカルが主体となる新しい医ー工連携のかたち

である。すなわち看護系教員、看護師、さらに管理栄養士が産学連携研究に貢献で

きることを示すことができた。それによって看護系の新たな研究分野を拡げることがで

きた。 

◇本プロジェクトにおいて開発研究を行った健康・医療機器について製品化することによ

り、医療機器産業の発展に少しでもつながることを期待する。 

◇特許申請  

a.「尿中塩分センサー及び計測システムの開発」：出願番号：特願 2014-11244 

b.松本健郎 ，狩野雅史，矢口俊之，益田博之，塚原弘政：「生体血管状態測定装置」

（特願 2014-163986），2014 年 8 月 11 日出願（出願人：（株）ユネクス，名古屋工業

大学） 

c.川部 勤 、式田光宏、松島充代子：「心拍審検出装置」 出願番号 2015-019747 

出願日 2015/2/3 法人名大 

d.川部  勤 、式田光宏、松島充代子：「気道内気体流量測定装置」 出願番号 

2015-019748 出願日 2015/2/3 法人名大 

e.江島充晃 ,鈴木陽久 ,水野寛隆 ,榎堀優 , 間瀬健二 ,田中利幸 ,島上祐樹 ,特願

2015-197684,"体圧計測ウェア" 

f.江島充晃,星屋さくら,鈴木陽久,水野寛隆,榎堀優,間瀬健二 ,田中利幸,島上祐樹,特願

2016-029202,"伸縮による測定結果のばらつきが抑えられた線ひずみゲージの提

供" 

 

12 / 178



本研究の成果によって今後増加し続ける高齢者が健康に生活できるための助けにな

るなら、これに勝る喜びはない。 

 

１２ キーワード（当該研究内容をよく表していると思われるものを８項目以内で記載してくださ

い。） 

（１）  医ー工連携研究      （２） 実証研究            （３） あいちモデル     

（４）  看護系研究         （５）  FMD              （６） 産業デザイン     

（７）  マイクロ流路         （８）  圧センサー布       

 

１３ 研究発表の状況（研究論文等公表状況。印刷中も含む。） 

上記、１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付すこと。 
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52. 原田直明、小野良太、松島充代子、川部 勤 、長谷川義大、式田光宏．気道内固定機能付き

MEMS 流量センサの開発．日本機械学会マイクロ・ナノ工学部門, 第 7 回 マイクロ・ナノ工学シンポ
ジウム, (新潟，2015.10.28-30),  29pm3-PN-045 

53. 河岡秀宜、山田貴之、松島充代子、川部 勤 、長谷川義大、式田光宏．MEMS カテーテル型流量セ

ンサを用いた呼吸心拍機能検出．日本機械学会マイクロ・ナノ工学部門, 第 7 回 マイクロ・ナノ工学
シンポジウム, (新潟，2015.10.28-30), 28pm3-E-3 

54. 草次裕人、松島充代子、小木曽寛希、大村 綾、越智 悠、黒澤慎也、大崎理恵、川部 勤 ．ガイダ

ンス付スパイロメーターを用いた検査法の評価．第 10 回臨床検査学教育学会学術大会，2015. 8.20 

(2015. 8.19-20) 信州大学医学部地域保健推進センター他（長野県） 

55. 越智 悠、松島充代子、小木曽寛希、大村 綾、草次裕人、日置清香、山本良平、井上嘉則、山本 

敦、川部 勤 ．呼気を用いた非侵襲的 TDM 法の探索．第 10 回臨床検査学教育学会学術大会，

2015. 8.20 (2015. 8.19-20) 信州大学医学部地域保健推進センター他（長野県） 

56. 津田孝雄、大桑哲男 、伊藤宏、飯塚陽子、塩谷俊人、平尾栄二  ヒト皮膚ガスを用いた血糖モニタ

ーへのアプローチ 日本分析化学会第６４年会 (於：九州大学) 2015 年 9 月 9 日 

57. 藤巻大樹、大桑哲男 、伊藤宏、飯塚陽子、塩谷俊人、平尾栄二、津田孝雄  生体内代謝状態を皮

膚ガス成分から推定 日本分析化学会第６４年会 2015 年 9 月 11 日 

58. 西村涼、大桑哲男 、伊藤宏、飯塚陽子、塩谷俊人、平尾栄二、津田孝雄  耐糖能異常ラットにお

ける血漿および組織中尿酸濃度  日本分析化学会第６４年会 (於：九州大学) 2015 年 9 月 11 日 

59. Tsushita K. :Strategy, actions and management of health care services in Aichi Pref. Japan. Healthy 

Ageing in Korea Forum South Corea 2015 年 11 月 

60. Tsushita K.: Health Promotion and Lifestyle intervention program focused on metabolic syndrome in 

Japan. International Conference of Health Promotion and Smoking Prevention 台湾 2015 年 11 月 

61. 松下まどか、加藤綾子、村本あき子、津下一代 ：特定健診問診票による生活習慣変化と体重減少

の関連。第 36 回日本肥満学会学術集会 愛知 2015 年 10 月 

62. 松下まどか, 加藤綾子, 村本あきこ, 津下一代 ：内臓脂肪面積の減少及びメタボ関連検査値の改

善には運動・食習慣両面の改善が必要である。第 3 回デュアルインピーダンス研究会 京都 2015

年 9 月 

63. 中村誉、村本あき子、津下一代 ：カリモク健康保険組合におけるデータヘルス計画の取り組み(ポス

ター)。第 74 回日本公衆衛生学会総会 長崎 2015 年 11 月 

64. Hoshino Y. : Effect of IFRS Adoption on Corporate Strategy and Performance Measurement: 

Empirical Evidence of Japanese Manufacturing Companies,単著, 27th Asian-Pacific Conference on 

International Accounting Issues, Oct. 31- Nov. 5, 2015 Gold Coast, Australia (Bond Business School 

Bond University). 

65. Hara K, Mase K, "Hough-based Action Detection with Time-warped Voting", 3rd Asian Conference 

on Pattern Recognition (ACPR), Nov. 3-6, 2015. 

66. *Enokibori Y, Hayashi T, and Mase K, "A Study of Intermittent Adjustment to Resist Sensor 

Displacement of Smart Garment using Posture-stable Daily Action," Adjunct Proceedings of the 

2015 ACM International Joint Conference on Pervasive and Ubiquitous Computing and the 2015 

ACM International Symposium on Wearable Computers (Ubicomp2015/ISWC2015), Sep. 7-11, 2015. 

67. 大島千穂、中島正夫、三田有紀子 、續順子 ：女子児童・生徒・学生の食行動および食意識分析、日

本調理科学会平成 27 年度大会、2015. 

68. 三田有紀子 、大島千穂、續順子 ：妊娠・授乳期における栄養素摂取量に関する実態調査、第 62 回

日本栄養改善学会学術総会、2015. 

69. 榎堀優，森祐馬, 間瀬健二 , “音声通知型姿勢維持補助システムの日常利用を想定した長時間・繰

り返し利用における性能評価”,第 46 回 UBI 研究会，2015．5． 
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70. *榎堀優，林大雅，間瀬健二 , “布センサによる肘関節角度推定における日常生活姿勢を用いたズ

レ補正手法の検討”, マルチメディア，分散，協調とモバイルシンポジウム 2015 (DICOMO2015)集

会，2015．7． 

71. *榎堀優，間瀬健二 , “ベットシーツ型布圧力センサによる体圧分布測定と褥瘡予防応用”, 日本機

械学会第 7 回マイクロ・ナノ工学シンポジウム講演論文集 2015. 10． 

72. 間瀬健二 , "ライフログに基づく健康長寿力の科学", K-フォーラム，高山市，岐阜県, 2015.8.（招待

講演） 

73. 間瀬健二 , "個人ライフログを用いたe-コーチング", 平成27年度電気・電子・情報関係学会東海支

部連合大会，名工大，名古屋市, 2015.9.（招待講演） 

74. *Mase K, "e-Coaching：Ubiquitous and Wearable Sensing and Life-logginh for Living Support and 

Empowerment", University of British Columbia, Vancouver, Canada, 2015.11.（招待講演） 

【2014 年】 

75. Kayano M, Hirayama A, Washimi Y, Bundo M, Sakurai T, Tokuda H, Soga T, Niida S, Takikawa O. Blood 

biomarkers for Alzheimer’s disease revealed by capillary electrophoresis/mass spectrometry 

(CE/MS)-based metabolomics. Tenth Annual International Conference of the Metabolomics Society, 

June 25, 2014, Tsuruoka, Japan. 

76. Antonio Coluccia, Giuseppe La Regina, Okuno A, Takikawa O, Romano Silvestri. New modulator of 

the tumoural immuno escape via Indoleamine 2,3-dioxygenase (IDO) inhibition. XXV CONGRESSO 

NAZIONALE DELLA SCI “SCI2014”, September 7, 2014, Rend CS, Italy. 

77. *Okuno A, Yoshimi T, Okumura K, Sawada K, Takikawa O. Development of High-speed and Super 

Sensitive Device for Detection of Amyloid-β Peptide Using an Ion Image Sensor. IEEE International 

Symposium on Micro-NanoMechatronics and Human Science(MHS) 2014, November 10-12, 2014, 

Nagoya. 

78. *Mikawa R, Okuno A, Takayanagi A, Okada K, Yoshimi T, Takikawa O. Characterization of 

Amyloid-β Degrading Activity in Human Serum. 日本基礎老化学会第 37 回大会、平成 26 年 6 

月 26 日、東浦. 

79. *滝川修 、吉見立也 イメージング質量分析の最前線：創薬と生命科学への応用． 第 87 回生化

学会大会フォーラム 4F04、2014 年 10 月 18 日、京都. 

80. 三河隆太、奥野海良人、高柳亜紀子、吉見立也、滝川修  ヒト血清中のアミロイド β 分解活性の同

定 第 87 回日本生化学会大会、平成 26 年 10 月 18 日、京都 

81. *奥野海良人、滝川修  他。イオンイメージセンサを用いたアルツハイマー病原因物質の高㏿高感度

測定 装置の開発 新技術説明会 中部地区 医療・バイオ系シーズ発表会、平成 26 年 12 月 10 

日、名古屋. 

82. Yamamoto A., Hioki S., Tanada C., Miwa T., Inoue Y., Yamamoto R., Matsushima M. and Kawabe T. 

Design and development of a suitable adsorbent to capture theophylline for non-invasive 

therapeutic drug monitoring with exhaled breath. Anal. Methods, 2015, 7, 423-427 14 Nov 2014. 

83. Takashima K, Matsushima M, Hashimoto K, Nose H, Sato M, Hashimoto N, Hasegawa Y, Kawabe T. 

Protective effects of intratracheally administered quercetin on lipopolysaccharide-induced acute 

lung injury. Respir Res. 2014 Nov 21;15(1):150 PMID: 25413579 

84. Shikida M, Yoshikawa K, Matsuyama T, Yamazaki Y, Matsushima M, Kawabe T. Catheter flow sensor 

with temperature compensation for tracheal intubation tube system. Sensors and Actuators A: 
Physical. [0924-4247] Aug; 215:155-160, 2014. 

85. Shiga M, Matsushima M, Kusatsugu Y, Ogasawara N, Takemura K, Kodera Y, Oomura A, Ogiso H, 

Kawabe T. Inhibitory action of mast cell degranulation by chrysin. The 24th Congress of Interasma 
Japan / North Asia, 2014.7.18 ウインクあいち 

86. 武田直也、伊藤 理、指尾豊和、平松哲夫、木村智樹、大林浩幸、馬場研二、若原恵子、若山尚

士、今泉和良、川部 勤 、長谷川好規 呼吸器内科医を対象とした喘息治療ステップダウンの実態

調査  2014 年 4 月号(Vol.21 No.4) アレルギー・免疫 平成 26(2014)年 3 月 15 日 

87. Iida Y, Yamazaki T, Kawabe T, Usui A, Yamada S. Postoperative muscle proteolysis affects systemic 

muscle weakness in patients undergoing cardiac surgery. Int J Cardiol. Apr 1;172(3):595-7, 2014. 

88. 石原由華 , 太田美智男 . 咽頭ぬぐい液から PCR による肺炎球菌検出および莢膜型決定法の検討. 

第 88 回日本感染症学会総会・学術集会 2014, 6 月. 
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89. *石原由華 , 社本生衣, 太田美智男 . リネン類に汚染した細菌芽胞の洗浄について. 第 1 回日本医

療安全学会学術総会 東京 2014, 9 月. 

90. 中本龍市 「独法化後の国立大学法人による弁理士選択：選択傾向と評価能力の学習プロセス」紫

苑研究会 愛知学院大学(2014/1/25) 

91. 中本龍市 「新竹サイエンスパークにおける人材のダイナミズム：ナショナルイノベーションシステムの

視点から」紫苑研究会 愛知学院大学(2014/4/26) 

92. Nakamoto R., Takai,K., and Noguchi, H. "How does an organization without ability to evaluate 

partners choose its partners? : The analysis of national universities in Japan after 2004," the 

Proceedings of the Association of Japanese Business Studies (2014 年 6 月) 

93. Wakabayashi N, Yamada J, Yamashita M and Nakamoto R, "Evolution of Interfirm Alliance Networks 

and Revival of the Japanese Film Industry: Power of Film Production Consortium," IFSAM World 

Congress Meiji University, Tokyo, JAPAN (2014/9/2) 

94. Nakamoto R, Takai K, and Noguchi H, "How universities choose professionals whom they dance 

with? An analysis of patterns of employing patent attorneys in the age of business-academia 

collaboration," IFSAM World Congress Meiji University, Tokyo, JAPAN (2014/9/2) 

95. Takai K, Nakamoto R, Hamada T, Chen H-C, Osanai A and Noguchi H, "How does EMS in emerging 

countries expand its business from OEM to OBM? : A case of Foxconn's strategy using patent 

analysis," IFSAM World Congress Meiji University, Tokyo, JAPAN (2014/9/3) 

96. Ueda Y, Yanagi J, Yamada J and Nakamoto R, "The effects of usage of multiple translations of 

"entrepreneurship" onentrepreneurial research -The citation networks analysis in Japan between 

1910-2012" IFSAM World Congress Meiji University, Tokyo, JAPAN (2014/9/3) 

97. 中本龍市 「ナショナルイノベーションシステムと研究者人材のダイナミクス：台湾・新竹サイエンスパ

ークを題材に」日本経営学会第 88 回全国大会 国士舘大学(2014/9/6) 

98. 中本龍市 「国立大学はどのように専門職を選択するのか？：急激な制度変化の下での評価能力構

築」新潟経営研究会 新潟大学(2014/11/13) 

99. 中本龍市 「中華圏ドラマの制作者のネットワーク分析：台湾トレンディドラマを対象として」紫苑研究

会 愛知学院大学(2014/11/22) 

100. 清水律子 松浦美聡 石間伏由紀 星野純子 宇佐美久枝  「外来化学療法を受けているがん患

者の副作用とセルフケアーがん患者と家族の比較ー」、日本がん看護学会 平成 26 年 

101. *松本健郎 ：血管力学から望む血管不全：動脈硬化早期診断から動脈瘤破裂予測まで，血管不全

研究会第 12 回学術集会 (2014/4/13, 東京)【ランチョンセミナー，招待講演】 

102. Matsumoto T, Uno Y, Iijima S, Nakamura S, Yokota H, Nagayama K: Mechanical Analysis of Aortic 

Walls Considering Heterogeneity at a Cellular Level, The Seventh World Congress of Biomechanics 

(2014/7/, Boston, MA, USA) 

103. Matsumoto T, Uno Y, Iijima S, Sugita S, Nagayama K: On Heterogeneity of the Mechanical 

Environment in the Aortic wall: Relation between Waviness of Elastic Lamina and Protein Expression, 

The Fourth Japan-Switzerland Workshop on Biomechanics (2014/9/1-4, Shima, Japan) 【Invited 

speaker】 

104. Matsumoto T: On heterogeneity of mechanical environment of vascular walls at a cellular level, 

Human Biomechanics 2014 (2014/9/15-16, Pilsen, Czech Republic) 【Plenary lecturer】 

105. Matsumoto T: Biomechanical analyses of Xenopus laevis embryo: Toward estimation of stress and 

strain distributions during morphogenesis, Morphologic International Symposium (the 62nd NIBB 

Conference "Force in Development") Morphologic & NIBB Symposium (2014/11/16-19, Okazaki, 

Japan) 【Invited speaker】 

106. Matsumoto T: Biomechanical analysis of Xenopus laevis embryo during gastrulation, International 

Scientific Meeting on Biomechanics (ISMB) 2014 (2014/11/21-23, Taipei, Taiwan) 【Invited lecture】 

107. Matsumoto T, Naito D, Sugita S, Tamura A, Hara Y, Nagyama K, Ueno N: Engineering Approaches 

toward  Estimation of Stress and Strain Distributions in Xenopus Laevis Embryos, MBI-Japan Joint 

Symposium 2014 “The Mechanobiology of Development and Multicellular Dynamics” (2014/12/1-4, 

Singapore) 【Invited symposist】 

108. 滝本成人  大学同好会での自助具制作の取り組み、日本デザイン学会第 61 回研究発表大会 平

成 26 年度（2014.7.5） 
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109. 大曽基宣 村本あき子 作田一実 猪股奈美 申ウソク 後藤知代 佐藤一雄 近藤孝晴 太田美

智男  津下一代：水素ガス検知器により計測した呼気中水素ガスと疾患の有無及び生活習慣との

関連について。第６回日本安定同位体・生体ガス医学応用学会大会，東京，2014/11/1 

110. Hoshino Y :Health Care System in Japan: Improving Quality and Attempting Reform（邦訳:日本の高

齢化社会と医療制度の課題）,単著,平成 24 年１月 15 日,韓国南ソウル大学海外研修会,於広島国際

青年会館（広島市） 

111. Wang X, Muramatu Y, Hirayama T and Mase K, "Context-dependent Viewpoint Sequence 

Recommendation System for Multi-view Video", 2014 IEEE International Symposium on Multimedia 

(ISM2014),, pp.195-202, 10-12 Dec. 2014 

112. Hirayama T, Marutani T, Fels S, Mase K, "Analysis of Gaze Behavior while using a Multi-Viewpoint 

Video Viewer", 2014 Symposium on Eye Tracking Research and Applications (ETRA2014), 

pp.211-214, 2014.3. 

113. Ohira T, Hirayama T, Usui S, Sato S and Mase K, "Top-down Visual Attention Computational Model 

Using Visual Feature Distribution of Search Target", Workshop on Attention Models in Robotics: 

Visual Systems for Better HRI (in conjunction with 9th ACM/IEEE International Conference on 

Human-Robot Interaction (HRI 2014)), Bielefeld, Deutschland, Mar. 3-6, 2014  

114. 三田有紀子 、東智代、大島千穂、續順子 ：運動負荷が若年女性の尿中クロム排泄量に及ぼす影

響、第 68 回日本栄養・食糧学会大会、2014. 

115. *三田有紀子 、大島千穂、續順子 ：写真を用いた食事調査の個人内・個人間変動、第 61 回日本栄

養改善学会学術総会、2014. 

116. Mita Y, Tomikawa M, Natsume A, Oshima C, Tsudzuki J: Effects of stress on the urinary 

concentration of trace elements in Japanese young women, 12th Asian Congress of Nutrition, 2015. 

117. *原沢優子, 高橋佳子, 榎堀優, 柳澤理子, 米田雅彦, 小松万喜子, 間瀬健二 , 布圧力センサシー

ツを用いた臥床時姿勢のモニタリング―高齢者と若者との体動数と体圧形状の比較―, 日本看護

科学学会学術集会講演集, P2－5－22, 2014 年 11 月 

118. *高橋佳子, 原沢優子, 榎堀優, 柳澤理子, 米田雅彦, 小松万喜子, 間瀬健二 ，褥瘡予防に関する

布圧力センサシーツを用いた臥床時の体位変換と体圧の関連 日本看護科学学会学術集会講演

集, P2－5－21, 2014 年 11 月 

119. 大橋勇介，榎堀優，間瀬健二 ．"歩行時の最大圧選択足圧データを用いた路面コンテキストの識別

"，第 44 回 UBI 研究会，沖縄県，沖縄科学技術大学院大学大学，2014.10. 

【2013】 

120. Nose H, Matsushima M, Oomura A, Mori K, Ogasawara N, Takemura K, Yamaguchi T, Kodera Y, Shiga 

M, Kawabe T. The effect of quercetin on the activated alveolar macrophages. ICI 2013, Italy Milan, 

Italy, 2013. 

121. Matsushima M, Oomura A, Mori K, Ogasawara N, Takemura K, Nose H, Yamaguchi T, Kodera Y, Shiga 

M, Kawabe T. Difference in reaction patterns of M1 and M2 macrophages induced by quercetin. ICI 

2013, Italy Milan, Italy, 2013. 

122. Kodera Y, Matsushima M, Ogiso H, Ogasawara N, Takemura K, Nose H, Yamaguchi T, Shiga M, 

Kawabe T. Investigation on frequency of mutation in the gene segments of immunoglobulin in CD40 

knockout mice. ICI 2013, Italy Milan, Italy, 2013. 

123. Shiga M, Matsushima M, Teranishi A, Nose H, Ogasawara N, Takemura K, Yamaguchi T, Kodera Y, 

Kawabe T. Chrysin regulates mast cell activation via HO-1-independent pathway. ICI 2013, Italy 

Milan, Italy, 2013. 

124. Ishida S, Nishizawa N, Kitatsuji M, Ohshima H, Matsushima M, and Kawabe T. Three-dimensional 

ultrahigh-resolution optical coherence tomography imaging of lung tissues. BIOS, San Francisco, 

USA, 2013. 

125. 服部雄治、川越寛之、石田周太郎、荒巻光利、西澤典彦、松島充代子、高嶋浩司、長谷川好規、川

部勤. 正常・疾患ラット肺組織の 3 次元超高分解能 OCT イメージング. 日本光学会年次学術講演会

Optics & Photonics Japan 2013 奈良県新公会堂、奈良 2013 

126. 松島充代子、小笠原名奈子、武村和哉、野瀬遥加、山口剛広、小寺佑果、志賀茉梨花、上山 純、

川部 勤 . 環境物質に対するフラボノイドの細胞保護効果とその機序. 第 44 回日本職業・環境アレ

ルギー学会総会・学術大会 神奈川 2013. 
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127. 星野優太 「IFRS の導入が企業の戦略と業績測定に及ぼす影響―日本の製造業を中心に―」，単

著，平成 25 年 2 月 21 日，産学共同研究会．於立命館大学大阪梅田キャンパス． 

128. 星野優太 Aging Society and Health Care System in Japan(高齢化社会と医療制度について)，単著，

平成 25 年 9 月 9 日，招聘講演，於韓国南ソウル大学 

129. 星野優太 「日本の医療制度の課題と経営改革の方向」，単著，平成 25 年 12 月 27 日，於玉川大学

8 号館． 

130. *Enokibori Y, Suzuki A, Mizuno H, Shimakami Y, Kawabe T and Mase K, "An e-Textile-based 

Wearable Spirometer and Its Adaptability for Context Changes Depending on Sweat and Meal," IEEE 

24th International Symposium on Micro-NanoMechatronics and Human Science, pp.93-97, 2013.10. 

(Best Paper Award,) 

131. Hara K, Hirayama T, and Mase K, "Simultaneous Action Recognition and Localization Based on 

Multi-View Hough Voting", ACPR 2013. 

132. Iwatsuki A, Hirayama T, Mase K. : "Analysis of Soccer Coach's Eye Gaze Behavior", International 

Joint Workshop on Advanced Sensing/Visual Attention and Interaction (ASVAI2013), pp.793-797, 

2013.11. 

133. *Enokibori Y, Ito Y, Suzuki A, Mizuno H, Shimakami Y, Kawabe T and Mase Y, "SpiroVest: An 

e-Textile-Based Wearable Spirometer with Posture Change Adaptability," In Adjunct Proceedings of 

the 2013 ACM International Joint Conference on Pervasive and Ubiquitous Computing (UbiComp 

2013), pp. 203-206, 2013.9. 

134. *Enokibori Y, Suzuki A, Mizuno H, Shimakami Y and Mase K. : "E-Textile Pressure Sensor Based on 

Conductive Fiber and Its Structure," In Adjunct Proceedings of the 2013 ACM International Joint 

Conference on Pervasive and Ubiquitous Computing (UbiComp 2013), pp. 207-210, 2013.9. 

135. 三田有紀子 、長坂美加子、溝口紗恵香、伊藤文香、山村淳一、小林俊二郎、渡辺汐美、中埜拓、

安井裕子、續順子 ：日本人における母乳中微量元素濃度の昼夜変動、第 67 回日本栄養・食糧学

会大会、2013. 

136. 三田有紀子、大島千穂、續順子：健常若年女性におけるクロム出納調査、第60回日本栄養改善学

会学術総会、2013. 

137. *大橋勇介，榎堀優，間瀬健二 ，"足圧布センサを用いた路面形状判別の検討"，第 40 回 UBI 研究

会，神奈川県，青山学院大学，2013.11. 

138. *森祐馬，榎堀優，間瀬健二 ，"ウェアラブル加速度センサを用いた姿勢評価の検討"，第 40 回 UBI

研究会，神奈川県，青山学院大学，2013.11. 

139. *榎堀優, 伊藤陽脩, 平山高嗣, 間瀬健二 , "姿勢変動を考慮した上体周囲長計測に基づく呼吸換

気量推定", 第 23 回バイオメカニズムシンポジウム, pp.139-147, 2013.7.  
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＜研究成果の公開状況＞（上記以外） 

シンポジウム・学会等の実施状況、インターネットでの公開状況等 

＜既に実施しているもの＞ 
【新聞・報道等】 

1. 笠間敏博、馬場嘉信 ：抗がん剤が効くかどうか２０分で分かる検査キットを名大が開発！３年後実

用化へ、将来はがんの早期診断への応用も。日刊工業新聞 (Mar. 31, 2016) 

2. 笠間敏博、馬場嘉信 ：肺がん患者 負担軽減治療  県と名大院など 検査装置を開発 中日新聞 

(Mar. 24, 2016) 

3. 滝川修  日本経済新聞、平成 26 年 6 月 29 日（日）朝刊、「病気 半導体で早期発見 微 量な原因

物質検出可能に」 

4. 滝川修 ＴＢＳ「駆け込みドクター！」、平成 26 年 12 月 7 日（日）、アルツハイマー 病特集番組にて

血液 1 滴高感度測定装置について取り上げられる。 

5. 滝川修  日本テレビ「世界一受けたい授業」、平成 27 年 1 月 17 日（土）、血液 1 滴高感度測定装置

について取り上げられる。 

6. 滝本成人 「理想のクッション開発/椙山女学園大学・滝本教授」 朝日新聞 平成 27 年度

（2015.10.6） 

7. 滝本成人 「駆除動物で皮革製品」 読売新聞 平成 27 年度（2015.10.30） 

8. いま、注目の研究室 馬場研究室 ナノテクで健康社会のあり方に貢献 週刊 東洋経済  (July 8, 

2015) 

9. 滝本成人「SKE48のあいちテル！」知の拠点あいち～最先端の研究開発拠点～ 東海テレビ 平成

27 年度（2015.1.10） 

10. 笠間敏博、馬場嘉信 ：ここまで進んだがんの診断 A 血中循環がん細胞の最新検出技術. ライフラ

イン 21 がんの先進医療, 2014, 14, 44-46 

11. 小野島大介、馬場嘉信 ：ここまで進んだがんの診断 血中マーカーによる診断と呼気診断の最前

線. ライフライン 21 がんの先進医療, 2014, 15, 46-48. 

12. 間瀬健二 ：日本経済新聞（電子版）「床ずれや俳諧防止 ウエアラブルで「スマート介護」」，

2016.1.26 

13. 間瀬健二 ：10 月 23 日(日)テレビ愛知サンデージャーナル，「東大・京大をぶっとばせ！ 愛知の“大

学”スゴさの秘密」 

 

＜これから実施する予定のもの＞ 

◇本プロジェクトの研究成果を大学ホームページに掲載予定である。 

◇産業展示フェアに研究成果の一部を展示する予定である。 

 

１４ その他の研究成果等 

◇障害者用日常自助具をデザインし、製品化に向けて進んでいる。それらはマスコミに

もとりあげられた。 

◇本プロジェクトで開催された健康講座は地域マスコミにも取り上げられた。大学と開催

地の自治体との地域連携が形成された。 
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１５ 「選定時」及び「中間評価時」に付された留意事項及び対応 

＜「選定時」に付された留意事項＞ 

◇基盤研究の内容が明確でない。また、提案者らのすでに得ている研究費の提案や、

企業との連携・分担など切り分けを明確にすべき。 

 

＜「選定時」に付された留意事項への対応＞ 

申請時の基盤研究については、工学系で開発中の装置・機器について、まだ測定を

実施する段階にないものが多かったので、具体性がやや欠けていた。その後それぞれ

の装置・機器について試作品を製作し、測定可能なセンサーが開発されたため、デザイ

ンを考案するとともにヒトデータを取得して装置改良を行うことができるようになった。し

たがって中間報告の段階では具体的な内容を報告することができた。提案者が提案時

に得ている研究費（愛知県産学連携プロジェクト「知の拠点あいち」重点研究プロジェク

ト）は主に工学系の共同研究者による装置開発に用いられた。 

企業との連携・分担については、工学系と同様に装置試作品の作製が主な役割であ

った。企業が作製した試作品は、現時点において圧センサーシーツ、簡易型 FMD、馬場

分離装置であり、それぞれにおいて本プロジェクトメンバーからのデータ提供、デザイン

など改良のための提案がなされている。 

以上のようにすでに得ている研究費、企業との役割の切り分けは明確になされてい

る。 

 

＜「中間評価時」に付された留意事項＞ 

組織体制、共同研究機関との連携、大学の支援体制、研究施設・設備の整備につい

て、高い評価であった。また本事業で設置された装置も利用頻度が高いとの評価があ

り、その上で以下の主要留意項目があげられた。 

◇外部評価体制を整え適切な時期に行うこと。 

◇順調に成果をあげているテーマもあるが、テーマによって進捗に差が見られる。 

◇特許の申請や社会へのアピールおよび貢献を示す努力がさらに必要である。 

◇論文成果が少ない。論文発表の努力も必要と思われる。 

◇力点をおくテーマを絞り込むことが必要になるだろう。また企業との連携を通じた実用

化の方策もさらに検討をすすめていただきたい。 

◇若手の育成を考慮すること。 

 

＜「中間評価時」に付された留意事項への対応＞ 

◇医療系（大学病院、市中病院）、工学系（名古屋大学名誉教授、企業副社長）などの

有識者に依頼し、外部評価委員会を組織して、平成 27 年度末に外部評価を受けた。

評価の詳細は「外部評価の実施結果」の項目に述べた。 

◇研究の進捗はテーマによって異なっており、試作機器を生み出す工学系の達成状況

に影響を受けた。したがって技術的な問題によって試作機器の完成が遅れているテ

ーマは後回しにして、試作機器が完成して測定できるテーマの研究を優先することと

した。 

◇研究成果の社会へのアピールについてはまだ足りない。特に今後「あいちモデル」を

中部経産局の支援などを得つつ広くアピールする予定である。同時に「あいちモデ

ル」による健康講座開催は大学による地域社会の健康促進に役立つことが期待され

る。 

◇本プロジェクトでは決して論文発表を軽視したわけではなく、研究発表の状況の項目
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に列挙したように最終年度を経て中間評価時点よりも研究論文、学会発表が大幅に

増加した。 

◇数種類の試作機器についてはヒトデータによる評価とともにデザイン化が終了したの

で、今後は企業による製品販売のサポートを進めていく。また連携企業が無いテーマ

については名古屋大学協力会などを通じて企業との連携を進めていく。 

◇若手の人材育成については十分とは言えない。それでも 5 年間の拠点研究に参加し

た非常勤研究員・助手（研究メンバーにはあげられていない）から 1 名の准教授、3 名

の専任助教・講師が生まれた。 
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１６ （千円）

設 備

平
成
2
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年
度

施 設平
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2
6
年
度

施 設

総 計

共同研
究機関
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年度・区分

研 究 費

支出額 法　人
負　担

私　学
助　成

設 備

5,987

平
成
2
4
年
度 13,165

研 究 費

法人番号

寄付金 その他（　　　　　　　　　　）
受託

研究等

プロジェクト番号 S1291011

内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　訳

備　考

231007

0

施 設

装 置

装 置

施 設

施 設

装 置

研 究 費

設 備

装 置

研 究 費

研 究 費

装 置

施 設

設 備

研 究 費

平
成
2
7
年
度

設 備

装 置

設 備

平
成
2
8
年
度

総
額

0

5,587

0

0

0

0

19,152

0

0

3,752 1,835

6,697 3,885

6,130 4,910

0 0

3,301 2,220

0

0 0

0 0 0 0 0 0

0

33,045 18,837 0 0 0 0
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0

0

0 00 0
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0

0
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0

0
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51,882

51,882

0

0
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0

033,045 18,837
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法人番号
プロジェクト番号 S1291011

231007

１７
（千円）

　

3 約40名

※　私学助成による補助事業として行った新増築により、整備前と比較して増加した面積
㎡

（千円）

ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ

ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ

ｈ
ｈ
ｈ
ｈ

ｈ

産学連携実用化
研究拠点

（研究設備）

（情報処理関係設備）

補助金額

事業経費施　設　の　名　称

整備年度

（研究装置）

研究室等数 使用者数

稼働時間数装置・設備の名称 台　　数型　　番 事業経費

《装置・設備》　（私学助成を受けていないものは、主なもののみを記載してください。）

研究施設面積

0

《施　　設》  （私学助成を受けていないものも含め、使用している施設をすべて記載してください。）

補助金額整備年度

132㎡平成24

補助主体

補助主体
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法人番号
プロジェクト番号 S1291011

231007

１８ 研究費の支出状況 （千円）
  平成 年度 【共通】

  平成 年度 【研究テーマ1】

192

研究支援推進経費

計

計

通信運搬費
印刷製本費
旅費交通費

年　　　度

光　熱　水　費

336

教育研究用機器備品

人件費支出
（兼務職員）

24

コピー代、誌上フォーラム印刷費用

小  科  目
主　な　使　途

消　耗　品　費

コピー代、冊子作成費
2 共同研究機関先への資料送付のための切手代

金　　額

図　　　　書

リサーチ・アシスタント

（用品費）

報酬・委託料

教育研究経費支出

主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出
インクカートリッジ、HDD、インクジェットプリンター　他

支　出　額

研究拠点運営の事務経費 339

積　　算　　内　　訳

339

資料郵送費 2

出張費
192

336
1

1,104

PC周辺機器 85

1
設置委託費

85

事務補佐員人件費 493

6,218

時給　880円，年間時間数　353.36時間　1人
時給　820円，年間時間数　107.85時間　1人

計

計

6,218

検体分析機器・事務用機器6,218

0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）
走査電子顕微鏡、カラーレーザー複合機、事務用パソコン　他

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

ポスト・ドクター

493

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

493

誌上フォーラム冊子作成のための取材等
走査電子顕微鏡搬入設置費

データ解析打合せのためのプロジェクター
（新聞・雑誌費） 148 ソフトウェア等 148 機器デザイン、冊子作成のためのソフトウェア

年　　　度 24

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 1,801 ヒトデータ解析用品、機器デザイン用品 1,801 検体撮影用カメラ、被験者食事調査用メモリーカード、製図用品、3Dプリンター消耗品　他

光　熱　水　費
通信運搬費
印刷製本費
旅費交通費
報酬・委託料

（新聞・雑誌費） 166 ソフトウェア 166 試作機撮影画像編集ソフト　等
（用品費） 144 検体撮影用品、デザイン工具 144 カメラスタンド・研磨器　等

計 2,111

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出

計 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）
教育研究用機器備品 4,266 機器デザイン用品、データー解析用品 4,266 3Dプリンター、データ解析用パソコン

図　　　　書

計 4,266

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出
リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 0
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法人番号
プロジェクト番号 S1291011

231007

  平成 年度 【研究テーマ2】

  平成 年度 【研究テーマ3】

年　　　度 24

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 36 検査用品 微生物検査用ループ、測定コーナー用パーテイション用品　他

光　熱　水　費
通信運搬費
印刷製本費
旅費交通費
報酬・委託料
（　　　　　　　）
（　　　　　　　）

計 36

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出

計 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）
教育研究用機器備品 273 実験用品、被験者測定のための用品 273 コンフォートカート、測定コーナー用パーテイション　他

図　　　　書

計 273

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出
リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 0

年　　　度 24

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 73 検査用品 73 検査用ピペット
光　熱　水　費
通信運搬費
印刷製本費
旅費交通費
報酬・委託料

（用品費） 74 検体保管用品 74 検体保管用冷蔵庫
（　　　　　　　）

計 147

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出

計 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）
教育研究用機器備品 378 検体保管用品 378 検体保管用冷凍庫

図　　　　書

計 378

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出
リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 0
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法人番号
プロジェクト番号 S1291011

231007

  平成 年度 【研究テーマ4】年　　　度 24

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 31 PC周辺用品 31 LANケーブル、OAタップ　他
光　熱　水　費
通信運搬費
印刷製本費
旅費交通費
報酬・委託料 399 委託料 399 健康モニタリング用ｻｰﾊﾞ･ｸﾗｲｱﾝﾄ環境構築委託料

（　　　　　　　）
（　　　　　　　）

計 430

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出

計 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）
教育研究用機器備品 3,696 サーバー・クライアントPC 3,696 健康モニタリング用ｻｰﾊﾞ･ｸﾗｲｱﾝﾄPC

図　　　　書

計 3,696

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出
リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 0
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法人番号
プロジェクト番号 S1291011

231007

  平成 年度 【共通】

  平成 年度 【研究テーマ1】

年　　　度 25

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 42 研究拠点運営の事務経費 42 ファイル、インクカートリッジ　他
光　熱　水　費
通信運搬費 5 冊子等発送費用 5 研究レポート冊子発送費
印刷製本費 506 冊子作成費用 506 研究レポート冊子作成代
旅費交通費
報酬・委託料
（　　　　　　　）
（　　　　　　　）

計 553

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 176 事務補佐員人件費 176 時給　880円，年間時間数　167.52時間
（兼務職員） 実人数　1人

教育研究経費支出

計 176

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）
教育研究用機器備品

図　　　　書

計 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出
リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 0

年　　　度 25

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 1,321 機器デザイン用品・検査用品 1,321 3Dプリンター材料費、研磨用品、検体撮影用ライト　他

光　熱　水　費
通信運搬費
印刷製本費
旅費交通費 40 学会参加の出張旅費 40 日本デザイン学会、自助具フォーラム参加のための出張旅費

報酬・委託料
（会費） 5 学会参加費 5 日本デザイン学会、自助具フォーラム参加費

（　　　　　　　）

計 1,365

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出

計 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）
教育研究用機器備品 96 解析用品 96 解析用ノートパソコン

図　　　　書

計 96

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出
リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 0
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法人番号
プロジェクト番号 S1291011

231007

  平成 年度 【研究テーマ2】

  平成 年度 【研究テーマ3】

年　　　度 25

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 1,190 検査用品・測定用品 1,190 試薬、実験用品、電子顕微鏡用消耗品、身体測定用品　他

光　熱　水　費
通信運搬費
印刷製本費
旅費交通費 54 学会参加の出張旅費 54 日本環境感染学会、日本臨床微生物学会参加のための出張旅費

報酬・委託料

（用品費） 145 測定用品・検査用品 145 皮下脂肪厚測定器、ピペット
（会費） 19 学会参加費 19 日本環境感染学会、日本臨床微生物学会参加費

計 1,408

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出

計 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）
教育研究用機器備品

図　　　　書

計 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出
リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 0

年　　　度 25

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 928 検体解析のための消耗品 928 電子顕微鏡用消耗品、実験用品、検査キット　他
光　熱　水　費
通信運搬費
印刷製本費
旅費交通費
報酬・委託料 44 謝金 44 データ収集・解析作業への講師報酬

（用品費） 178 検体分析機器 178 実体双眼顕微鏡
（　　　　　　　）

計 1,150

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出

計 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）
教育研究用機器備品 785 解析用機器 785 試料作製のための蒸着装置、解析用ノートパソコン

図　　　　書

計 785

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出
リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 0

（新聞・雑誌費）

43 / 178



法人番号
プロジェクト番号 S1291011

231007

  平成 年度 【研究テーマ4】年　　　度 25

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費
光　熱　水　費
通信運搬費
印刷製本費
旅費交通費
報酬・委託料

（新聞・雑誌費） 56 ソフトウェア 56 画像解析用ソフト
（　　　　　　　）

計 56

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出

計 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）
教育研究用機器備品

図　　　　書

計 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出
リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 0
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法人番号
プロジェクト番号 S1291011

231007

  平成 年度 【共通】

  平成 年度 【研究テーマ1】

年　　　度 26

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 134 事務用品・製図用品他 134 整理用フォルダー、実験検査消耗品　等
光　熱　水　費
通信運搬費 8 資料・冊子発送代 8 共同研究機関先への資料送付、実用化研究拠点冊子発送　等

印刷製本費
旅費交通費
報酬・委託料
（　　　　　　　）
（　　　　　　　）

計 141

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 203 事務補佐員人件費 203 時給　880円、年間時間数　191.11時間
（兼務職員） 実人数　1人

教育研究経費支出

計 203

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）
教育研究用機器備品

図　　　　書

計 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出
リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 0

年　　　度 26

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 1,030 測定用消耗品・デザイン用品 1,030 健康カレッジのための消耗品、被験者食事調査用カメラ、3Dプリンター材料費　他

光　熱　水　費
通信運搬費 6 計測用品運搬費 6 健康カレッジ開催地への測定用品運搬費
印刷製本費 108 パンフレット印刷代 108 健康カレッジパンフレット作成印刷代
旅費交通費 50 学会参加の出張旅費 50 学会参加のための旅費交通費
報酬・委託料 160 検査費用 160 被験データ外注検査費、医療廃棄物運賃

（ 新聞雑誌費 ） 806 ソフトウェア 806 解析用ソフト
（　　 会費　  　） 10 学会参加費 10 学会参加費

計 2,170

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 104 アルバイト代 104 時給　820円、年間時間数　42.5時間　実人数　5人

（兼務職員） 時給　880円、年間時間数　57時間　実人数　1人
教育研究経費支出

計 104

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）
教育研究用機器備品 205 測定用ベッド、カート 204 測定用ベッド、カート

図　　　　書

計 205

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出
リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 0
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法人番号
プロジェクト番号 S1291011

231007

  平成 年度 【研究テーマ2】

  平成 年度 【研究テーマ3】

年　　　度 26

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 377 検査用品・実験用品 377 実験用品、電子顕微鏡用消耗品、布圧シーツ臥床記録用ビデオカメラ　他

光　熱　水　費
通信運搬費
印刷製本費
旅費交通費 152 学会参加の出張旅費 152 日本感染症学会、日本医療安全学会参加のための出張旅費

報酬・委託料
（　　用品費　　） 554 実験用品 554 布圧シーツ測定用ベットマットレス
（　　 会費　  　） 49 学会参加費 49 日本感染症学会、日本医療安全学会参加費

計 1,132

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出

計 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）
教育研究用機器備品 4,420 測定用ノートパソコン 4,420 測定用ノートパソコン、測定装置

図　　　　書

計 4,420

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出
リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 0

年　　　度 26

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 2,061 検体解析のための消耗品 2,061 電子顕微鏡用消耗品、試薬、検査用品　他
光　熱　水　費
通信運搬費
印刷製本費
旅費交通費
報酬・委託料
（　　　　　　　）
（　　　　　　　）

計 2,061

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出

計 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）
教育研究用機器備品 139 研究者用チェア 139 研究者用チェア

図　　　　書

計 139

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出
リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 0
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法人番号
プロジェクト番号 S1291011

231007

  平成 年度 【研究テーマ4】年　　　度 26

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費
光　熱　水　費
通信運搬費
印刷製本費
旅費交通費
報酬・委託料
（　　　　　　　）
（　　　　　　　）

計 0

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出

計 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）
教育研究用機器備品

図　　　　書

計 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出
リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 0
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法人番号
プロジェクト番号 S1291011

231007

  平成 年度 【共通】

  平成 年度 【研究テーマ1】

年　　　度 27

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 73 事務用品・製図用品他 73 インクカートリッジ、実験検査消耗品　他
光　熱　水　費
通信運搬費
印刷製本費 631 冊子印刷・製本費 631 実用化研究拠点冊子印刷・製本費
旅費交通費
報酬・委託料 120 外部評価委員謝金 120 外部評価委員（4名）謝礼
（　　　　　　　）
（　　　　　　　）

計 824

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 199 事務補佐員人件費 199 時給　880円、年間時間数　167.5時間
（兼務職員） 実人数　1人

教育研究経費支出

計 199

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）
教育研究用機器備品

図　　　　書

計 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出
リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 0

年　　　度 27

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 1,556 測定用消耗品・デザイン用品 1,556 健康カレッジのための消耗品、3Dプリンター材料費　他

光　熱　水　費
通信運搬費 18 計測用品運搬費 18 健康カレッジ開催地への測定用品運搬費
印刷製本費 192 パンフレット印刷代 192 健康カレッジパンフレット作成印刷代
旅費交通費 5 健康カレッジの出張旅費 5 健康カレッジのための旅費交通費
報酬・委託料 201 検査費用 201 被験データ外注検査費、医療廃棄物運賃

（ 新聞雑誌費 ） 205 ソフトウェア 205 解析用ソフト、研究関連書籍
（　　 　　　  　）

計 2,178

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 198 アルバイト代 198 時給　820円、年間時間数　135.5時間
（兼務職員） 実人数　14人

教育研究経費支出

計 198

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）
教育研究用機器備品 279 解析用品 279 解析用ノートパソコン　他

図　　　　書

計 279

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出
リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 0
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法人番号
プロジェクト番号 S1291011

231007

  平成 年度 【研究テーマ2】

  平成 年度 【研究テーマ3】

（　　用品費　　） 61 実験用品 61 デジタルマイクロスコープ付属用品

年　　　度 27

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 1,119 検査用品・実験用品 1,119 実験用品、検査用消耗品　他
光　熱　水　費
通信運搬費
印刷製本費
旅費交通費 100 学会参加の出張旅費 100 日本環境感染症学会参加のための出張旅費
報酬・委託料

（　　会費　　） 35 学会参加費 35 日本環境感染症学会参加費
（　 新聞雑誌費　） 39 解析用ソフトウェア 39 解析用ソフト

計 1,354

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出

計 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）
教育研究用機器備品 554 測定用機器 554 デジタルマイクロスコープ

図　　　　書

計 554

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出
リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 0

年　　　度 27

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 1,490 検体解析のための消耗品 1,490 生物顕微鏡用消耗品、試薬、検査用品　他
光　熱　水　費
通信運搬費
印刷製本費
旅費交通費
報酬・委託料 1,471 試作品開発委託費 1,471 試作品開発委託費（ペプチド合成、KLH結合）

（　　用品費　　） 839 測定用品 839 生物顕微鏡、電気泳動用電源装置他
（　　　　　　　）

計 3,799

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 時給　○○円，年間時間数　○○時間
（兼務職員） 実人数　○○人

教育研究経費支出

計 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）
教育研究用機器備品 1,653 検査用機器 1,653 凍結乾燥装置、検査用機器保管棚

図　　　　書

計 1,653

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出
リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 0
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法人番号
プロジェクト番号 S1291011

231007

  平成 年度 【研究テーマ4】年　　　度 27

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費
光　熱　水　費
通信運搬費
印刷製本費
旅費交通費
報酬・委託料
（　　　　　　　）
（　　　　　　　）

計 0

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出

計 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）
教育研究用機器備品

図　　　　書

計 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出
リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 0
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法人番号
プロジェクト番号 S1291011

231007

  平成 年度 【共通】

  平成 年度 【研究テーマ1】

（ 備品修理費 ） 96 備品修理費 96 3Dプリンタ修理費

年　　　度 28

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 22 事務用品費 22 朱肉、マウス等事務用品
光　熱　水　費
通信運搬費 5 資料・冊子発送代 5 実用化研究拠点冊子発送　他
印刷製本費 752 752 実用化研究拠点冊子印刷・製本
旅費交通費
報酬・委託料 31 委託費 31 実用化研究拠点冊子封入・発送委託

（ 新聞雑誌費 ） 456 ソフトウェア 456 解析ソフト
（　　 　  　）

計 1,266

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 215 事務補佐員人件費 215 時給　880円、年間時間数　244時間
（兼務職員） 実人数　1人

教育研究経費支出

計 215

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）
教育研究用機器備品

図　　　　書

計 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出
リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 0

年　　　度 28

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 1,016 測定用消耗品・デザイン用品 1,016 健康カレッジのための消耗品、3Dプリンター材料費　他

光　熱　水　費
通信運搬費
印刷製本費 279 パンフレット印刷代 279 健康カレッジパンフレット作成印刷代
旅費交通費 62 健康カレッジの出張旅費 62 健康カレッジのための旅費交通費
報酬・委託料 287 検査費用 287 被験データ外注検査費、医療廃棄物運賃、学会参加費振込手数料

（　　 会費　  　） 11 学会参加費 11 日本デザイン学会参加費
（　　 雑費　  　） 108 ブース出展料 108 研究成果発表のためのブース出展料

計 1,860

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 7 アルバイト代 7 時給　850円、年間時間数　8時間
（兼務職員） 実人数　2人

教育研究経費支出

計 7

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）
教育研究用機器備品

図　　　　書

計 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出
リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 0
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法人番号
プロジェクト番号 S1291011

231007

  平成 年度 【研究テーマ2】

  平成 年度 【研究テーマ3】

年　　　度 28

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 597 検査用品・実験用品 597 実験・検査用消耗品　他
光　熱　水　費
通信運搬費
印刷製本費
旅費交通費 67 学会参加の出張旅費 67 日本環境感染症学会参加のための出張旅費
報酬・委託料

（　　用品費　　） 411 実験用品 411 ねじり試験機、ADボード、サーマルロボ
（　　 会費　  　） 20 学会参加費 20 日本環境感染症学会参加費

計 1,096

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出

計 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）
教育研究用機器備品 864 測定用試験装置 864 保湿性試験装置

図　　　　書

計 864

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出
リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 0

年　　　度 28

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 15 15 材料表面検査用観察顕微鏡消耗品、試薬　他
光　熱　水　費
通信運搬費
印刷製本費
旅費交通費
報酬・委託料
（　用品費　） 200 200 材料表面検査用観察顕微鏡、電気泳動装置
（　　　　　　　）

計 214

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出

計 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）
教育研究用機器備品

図　　　　書

計 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出
リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 0
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法人番号
プロジェクト番号 S1291011

231007

  平成 年度 【研究テーマ4】年　　　度 28

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費
光　熱　水　費
通信運搬費
印刷製本費
旅費交通費
報酬・委託料
（　　　　　　　）
（　　　　　　　）

計 0

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出

計 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

教育研究用機器備品

図　　　　書

ポスト・ドクター

計 0

計 0

リサーチ・アシスタント

研究支援推進経費
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